
管内旅費の支給事務の不備

	対象受検機関
	検出事項
	是正を求める事項
	措置の内容

	動物愛護管理センター
	管内出張について、システムに旅行命令を重複して登録し、そのまま承認された後、登録済みの誤った旅行命令の取消を忘れたため、二重登録のまま承認されたものがあった。
また、旅費支出の際にチェックされず、そのまま決裁を行ったため、旅費が過払となっていた。
職員
旅行日
旅行命令
過払旅費額
当初入力日
重複入力日
Ａ
平成30年10月４日
平成30年10月３日
平成30年10月３日
780円

	検出事項について、速やかに是正措置を講じるとともに、法令等に基づき、適正な事務処理を行われたい。
	過払旅費については、監査後に戻入手続を行い返納済である。

　今後、承認者は決裁時に二重登録がないか等、旅費明細内訳書の確認を徹底することにより適正な事務執行に努めることとし、センター各職員に対しても、会計事務研修、朝礼等で適正処理について周知徹底を図った。



監査（検査）実施年月日（委員：令和－年－月－日、事務局：令和元年10月10日から同月16日まで）
【大阪府財務規則の運用】


第39条関係


２　システムにより経費支出伺書を作成する範囲及び時期は、次のとおりとする。


(2)　経費支出伺書を作成する時期


ア　競争入札の方法により契約を締結するもの


契約の相手方及び契約金額が明らかになったとき


イ　ア以外のもの


経費支出の相手方又は内容及び支出金額又は支出限度額を決定するとき。





【大阪府財務規則】


（支出負担行為）


第39条　知事又は第３条の規定により支出負担行為に関する事務を委任された者は、予算の範囲内であることを確認した上で支出負担行為をしなければならない。


２　前項の場合において、支出負担行為をする者は、経費支出伺書（様式第29号の２）を作成の上、これを行わなければならない｡ただし、知事が別に定める場合は、この限りでない。









